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ＮＯ．2598 回 社会公益賞・キワニス文庫贈呈式 

日 時 ：令和 5年 7 月 21 日（金） 

場 所 ：マリオットアソシアホテル 16 階 アイリス  
出 席 者 ：58 名 

一日議長 ：池田会長 

ハッピーボックス：5,000 円 

 

☆今週のお誕生 

お誕生日の方はどなたもいらっしゃいません。 

 

Ⅰ.第 54 回社会公益賞・第 49 回キワニス文庫贈呈式 

1.会長挨拶            池田会長 
本日、第 54 回キワニス社会公益賞及び第 49 回キワニ

ス文庫の贈呈式にあたり、名古屋キワニスクラブを代表

して一言ご挨拶申し上げます。 

 はじめに本日の贈呈式には、それぞれの受賞団体を代

表されまして、認定特定非営利活動法人セカンドハーベ

スト名古屋 理事長 前川 行弘様、特定非営利活動法人 

ぷくぷくばるーん 理事 大竹 由美子様、半田市立半田

病院 病院長 渡邉 和彦様、社会福祉法人 聖霊会 理事

長 内海 眞様、社会福祉法人 知多学園 児童養護施設 

クローバーライト 施設長 佐藤 邦子様には、大変お忙

しい中ご来臨賜りました。心よりお礼申し上げます。 

本日贈呈いたします「キワニス社会公益賞」と「キワ

ニス文庫」は、将来を担う子ども達への奉仕活動を行っ

ております名古屋キワニスクラブにとりまして、最も重

要な活動となっております。 

 「キワニス社会公益賞」は社会公益のために、長年に

亘って献身的努力を続けてこられた方々の、その功績に

敬意を表すとともに、その存在を世の人々に広く知って

いただこうという趣旨のもと、1968 年からお贈りして

いるもので、今年で 54 回目を迎えました。 

 また「キワニス文庫」につきましては「子ども達の活

字離れを憂い、将来、本が大好きな子ども達に育ってほ

しい」との願いを込めて 1975 年から毎年子ども達に本

を贈っているもので、今年で 49 回目を迎えました。 

本年度の「キワニス社会公益賞」につきましては、認定特定非営利活動法人 セカンドハーベスト

名古屋、特定非営利活動法人 ぷくぷくばるーんにお贈りすることとしました。 

また、「キワニス文庫」は、半田市立半田病院 小児科、社会福祉法人 聖霊会 聖霊病院 小児科、

社会福祉法人 知多学園 児童養護施設 クローバーライトに贈呈させていただくこととしました。 

 その選考理由と選考過程につきましては、この後、入谷文化公益委員長からご報告いただきます

ので、お聞きいただければと存じます。 

 なお、惜しくも選に漏れたものの、本日受賞された皆様のほかにも、子ども達のため、社会のた

めに献身的な奉仕活動をされている団体が多数ございました。これらの方々に対しても深甚なる敬

意を表すものであります。 

 名古屋キワニスクラブの歴史は、1966 年の創立以来半世紀を超えました。この間経済、社会は

 

№2599 令和 5年 7 月 28 日（金） 

弁護士法人名古屋南部法律事務所平針事務所 

弁護士 岡村 晴美 氏 

「LGBT勉強会－誰にとっても安心な社会へ」 

 

№2600 令和 5年 8 月 4日（金） 

【ガバナー公式訪問】 

国際キワニス日本地区  

ガバナー 吉國 眞一 氏 

「キワニス 子ども達の未来のために」 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

8 月 11 日（金）、8 月 18 日（金）は 

祝日、お盆休みのため休会です。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

№2601 令和 5年 8 月 25 日（金） 

国際キワニス日本地区  

事務総長 山田 明彦 氏 

「キワニスブランド」 

 

№2602 令和 5年 9 月 1日（金） 

18：00～20：00 

チャーターナイト記念特別例会 

 会場 アゼリア  

＊当日は昼間の例会はございません。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

9 月 8 日（金）は 

日本地区年次総会のため休会です。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  

№2603 令和 5年 9 月 15 日（金） 

愛知教育大学 自然科学系 理科教育講座 

教授 大鹿 聖公 氏 

「新しい学校教育がめざしているもの 

－持続可能な社会の担い手の育成－」 

 



大きく変容しましたが、子ども達を取り巻く環境も複雑化し諸問題の困難がますます顕著になって

おります。児童虐待やいじめ、子どもの貧困等々、日々報道される悲惨なニュースを聴くたびに当

クラブも従来にも増してきめ細かく、地道な奉仕活動をしていかなければならないそう痛感してお

ります。改めまして皆様の一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げる次第です。 

 最後になりましたが、本日の贈呈にあたりご尽力いただきました名古屋キワニスクラブ文化公益

委員会の皆様、ご関係の皆様に厚く御礼を申し上げて私の挨拶とさせていただきます。 以上 

 

2.選考経過報告                        入谷文化公益委員長 
文化公益委員会委員長の入谷でございます。選考経過、選考理由の概略について述べさせていた

だきます。 

社会公益賞ならびにキワニス文庫の贈呈候補先につきましては、本年度も従来と同様に、会員の

推薦、愛知県・名古屋市など行政機関の情報を参考にして、贈呈候補先を検討してまいりました。 

社会公益賞については、前年度からの持越し分を加えた候補先 16 団体（内今年度新規推薦分 4件）

を対象にして活動内容、活動期間、財政状況などの観点から贈呈候補先を絞り込み、例会講師にお

招きし講演を聞いたりして、活動実態を確認してから最終決定することとしました。 

また、キワニス文庫の贈呈候補先は 5 件ありましたが、施設や利用者、図書の整備等の状況、地

域等を勘案して絞り込み、また、候補先からプレイルームや書棚等の写真を送っていただき、検討

してまいりました。 

最終的には、社会貢献の度合い、活動内容、運営体制の整備状況等を選考の基準として、本事業の

目的に沿っているかどうかの視点から、4回にわたり委員会を開催して検討し、文化公益委員会と

して社会公益賞 2 団体、キワニス文庫 3 団体を推薦し、4 月 21 日開催の役員会で正式決定してい

ただいた次第です。 

続きまして贈呈先の概要について説明させていただきます。詳細はお手元の資料を後程お目通し

して頂ければと思います。 

社会公益賞については、まず最初は、認定特定非営利活動法人 セカンドハーベスト名古屋様でご

ざいます。 

本団体は｢セカンドハーベスト･ジャパン｣の活動に触発され､「フードバンク活動を通じ東海地方

における『食のセーフティネット』を構築する」を団体の理念として、無駄をなくすだけではなく､

フードバンク活動を通じ､お互いに支え合うしくみを社会に提供することを目指して平成 20 年に

活動を開始しました。翌年に NPO 法人格を取得後、活動を本格化され、平成 27 年には名古屋市か

ら｢認定 NPO 法人｣の認可を得るなど､活動を支ええるための基盤の強化も進めてこられました。 

令和 4年には 6社の企業・団体から､516 トンの食材の提供を受け､これらを各種福祉施設や地域で

孤立し生活に困った個人など、182 団体と､6,863 世帯に提供するまでに事業が拡大しています。こ

れらの長年にわたる先駆的で着実な活動を支援することは､社会貢献として意義があると考え､社

会公益賞を贈呈致します。 

次の団体は、特定非営利活動法人 ぷくぷくばるーん様でございます。 

当法人は、平成 20 年に設立された団体で、入院中の子ども達に対して、子どもの成育に不可欠な

「遊び」の支援を行う事で、子どもとその家族が笑顔を取り戻せることを願って活動されています。 

辛く長い入院生活を送る子ども達は、治療による心身の苦痛から心からの笑顔を失いがちになり、

付き添う家族も様々なストレスを抱えています。そのため、本団体は病院と協力しながら､治療に

励む子ども達や付き添う家族に心からの笑顔を届け､また笑顔の連鎖が生まれるように活動を続け

ておられます。 

愛知県下 7 つの病院(名鉄病院､名古屋第一赤十字病院､国立病院機構名古屋医療センター､あいち

小児保健医療総合センター､名古屋掖済会病院､愛知医科大学附属病院､名古屋大学附属病院)を活

動場所として、ボランティアとして定期的に訪問し、バルーン遊びの提供を中心とした活動を行っ

ています。 

経費は一般からの寄付金､賛助会員からの会費で維持されており、財政は不安定な状態です。病院

の中で治療に励む子ども達が、心からの安らぎや喜びを得られることは子ども達の健全な成長に寄



与する大変有意義な活動であると考え、社会公益賞を贈呈致します。 

次に、キワニス文庫でございますが、贈呈先は 3団体でございます。 

一つ目は、半田市立半田病院 小児科様でございます。 

当病院は、背景人口約 60 万人、名古屋市の南に位置し、2 つの離島を含む知多半島医療圏では唯

一の三次救急医療機関の最大規模の病院で、急性期病院として 24 時間対応するとともに､臨床研修

指定病院､災害拠点病院などの指定も受け、地域の医療に重要な役割を担っています。 

小児医療に関しては、地域のクリニックとも連携し、救命救急センターを含め 24 時間小児を診療

できる体制を構築し、病棟内にプレイルームを設置し､入院中の子どもと家族が安心して治療に取

り組めるよう環境を整備しています。また、コロナ禍においては､病室への図書の貸し出しを実施

し､図書への需要はより高まっています。 

これらのことから、この病院に当クラブから図書を贈ることは、入院や来院する多くの子ども達が

安心して治療を受けられる環境整備の一助になるものと考え、キワニス文庫を贈呈致します。 

贈呈先の二つ目は、社会福祉法人 聖霊会 聖霊病院 小児科様でございます。 

当病院は、日本が貧困と荒廃の中にあった第二次世界大戦の終戦の昭和 20 年に設立され、以来 76

年の長きにわたってキリスト教の説く「愛と奉仕」を聖霊会の基本理念として医療活動を継続して

います。 

当病院の小児科では、病棟､外来､言語訓練室の 3つのエリアで絵本等の図書が積極的に活用されて

います。また、外来では、プレイコーナーに置かれた本が待ち時間の負担感を緩和しています。こ

の病院に当クラブから図書を贈ることは、入院や来院する多くの子ども達が安心して治療を受けら

れる環境整備の一助になるものと考え、キワニス文庫を贈呈致します。 

贈呈先の三つ目は、社会福祉法人 知多学園 児童養護施設 クローバーライト様でございます。 

70 年の歴史を持つ知多学園八波寮は令和 3 年度に移転し、施設名称をクローバーライトに変更さ

れました。当施設は、様々な家庭環境により、家庭で養育できない 2 歳から 18 歳までの子ども達

が生活して、ここから地域の幼稚園や学校に通っています。 

基本理念である「個を尊重し、個を活かし、個を伸ばす」を実践するため、子ども達がのびのびと

家庭的な雰囲気の生活ができることを目標としています。また、クローバーライトでは、本の知識

に触れ、外の世界に興味を持ち、子ども達の将来の選択肢が増えることや、文字に触れることで集

中力を高め、子どもの発育が促されることを期待して図書館活動を行っています。児童と職員から

それぞれ図書委員を選出し、自主的に活動しています。 

これらのことから、当クラブから図書を贈ることは、子ども達の発育を促し、夢を育むことの一助

となる大変意義深いものと考え、キワニス文庫を贈呈します。 

以上ご報告させて頂きました。有難うございました。 

 

3.社会公益賞  受賞 2 団体に、表彰状ならびに賞金各 50 万円を贈呈 

 キワニス文庫 受賞 3 団体に、児童生徒用図書各 22 万円相当を贈呈 

 

4.受賞者ご挨拶 

認定特定非営利活動法人 セカンドハーベスト名古屋 理事長 前川 行弘様 
令和 5年度（第 54 回）社会公益賞に選定頂き、誠にありがとうございます。 

弊団体も活動開始後 14 年を経過し、活動の広がりとともに「フードバンク」の存在も少しずつで

すが認知されるようになってきました。 

「東海地方における食のセーフティネットを構築する」というミッション達成に向け、今後ますま

す発展させて行きたいと考えています。 

また、今回頂きました副賞は、活動を拡大させる資金として有効に活用させて頂きます。 

併せて、キワニスクラブ様の益々の発展を祈念いたします。ありがとうございました。 

 

特定非営利活動法人 ぷくぷくばるーん 理事 大竹 由美子様 



皆さまこんにちは。特定非営利活動法人ぷくぷくばるーんの運営代表 大竹 由美子と申します。

本来ならば、理事長の加藤 剛二がご挨拶をさせて頂かなくてはいけませんが、本日はどうしても

時間がとれず、私が代わりにご挨拶させて頂きます。 

改めまして、この度は「社会公益賞」という大変輝かしい賞を頂き、心から感謝申し上げます。誠

にありがとうございます。 

私たちは、小児病棟に難病で長期入院する子ども達に、子どもらしい遊びの時間を届ける活動を

しています。2008 年から始まり、今年で 16 年目となりました。この「社会公益賞」を頂くことが

でき、この 16 年頑張ってきて本当に良かったと、改めて感動しております。 

私たちの活動は、コロナ前までは直接病院を訪問し、主にバルーンアートを子ども達や付き添いの

ご家族と一緒に作って遊んだり、色々なジャンルのプロの方をお招きしてイベントを行ってきまし

た。入院する子ども達は小児がん患者が特に多く、閉鎖的な環境の中で、辛い闘病を強いられ生活

しています。そんな中に少しでも、病気を忘れ「普通の子どもに戻る時間」を届けたいと思ってい

ます。 

現在コロナの影響で、ここ 3年ほどは以前のような活動が出来ていません。しかし、遊びの時間は

闘病する子どもにとって、生きる力になります。ここ 1 年ほどは、リアルな活動再開を待ちつつ、

オンラインでの活動を始めました。これからも、今できることで子ども達に「子どもらしい笑顔溢

れる時間」を届けたいと思っていますので、今後とも見守ってくださると嬉しいです。本日は、本

当にありがとうございました。 

 

半田市立半田病院 病院長 渡邉 和彦様 
皆様こんにちは。ただいまご紹介にあずかりました半田病院 病院長の渡邉と申します。この度

は、当院へ素晴らしい図書を贈呈していただき誠にありがとうございます。私や小児科病棟スタッ

フをはじめ、病院全体でこの嬉しさをかみしめている状況でございます。 

当院の事を少しだけ紹介させていただきます。当院では現在 2つの巨大プロジェクトを進めてい

ます。 

一つ目は、新病院建設で、令和 7年春の開院を目指しています。昨年 7月から土地造成工事を開始

し、11 月からは建物の本体工事に着手しました。「良質な医療の提供を通じて、地域社会に貢献す

る」という当院の理念のもと、知多半島医療圏を支えるにふさわしい病院となるよう努めてまいり

ます。 

二つ目は、地方独立行政法人化による常滑市民病院との経営統合です。令和 7年 4月の統合に向け

て、各部門での積極的な人事交流をはじめ、具体的な診療機能分担についても議論を重ねておりま

す。解決しなければならない課題も多くありますが、限られた人員・医療環境の中で、地域の皆様

が安心して暮らせるよう、より良い医療を提供できる体制を構築してまいります。 

簡単に紹介させていただきましたが、この度の名古屋キワニスクラブ様からのご厚情に対し、改め

て心より御礼申し上げますと共に、このご支援を励みに、より一層、地域社会に貢献できるよう職

員一同頑張ってまいります。 

最後になりますが、名古屋キワニスクラブ様の益々のご発展と皆様のご健勝を祈念致しまして、お

礼の挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。 

 

社会福祉法人 聖霊会 理事長 内海 眞様 
私は社会福祉法人聖霊会の理事長を務めております内海 眞と申します。この度、伝統ある名古

屋キワニスクラブの「キワニス文庫」の贈呈対象に、聖霊会に属する聖霊病院小児科をお選びいた

だきましたことに心から感謝申し上げるとともに、身に余る光栄と感じ入る次第でございます。本

当にありがとうございます。 

 聖霊病院は、1945 年 10 月、先の終戦後すぐに名古屋市昭和区萩原町に、2 名の医師と 4 名のシ

スターによって聖霊診療所を開設したのが始まりでございます。2 年後の 1947 年には現在地、す

なわち昭和区の杁中に 30 床の病院が建てられました。戦後の貧しく物資の乏しい時代に、篤志家

や聖霊会のシスターたちの血の滲む努力によって聖霊病院はスタートいたしました。先人の精神と



その努力を振り返り、人間尊重と愛と奉仕のキリスト教精神を大切にしながら、私たちは現代の

人々のニーズに応えていかねばならないと思っております。 

 私たちは、「命の始まりとその終わりを大切にすること」を病院の基本方針としております。命

の始まりに含まれます小児期は、特に人格形成に重要な時期ですので、子ども達には細心の注意を

払って医療とケアを提供するべく努力を重ねております。この貴重な「キワニス文庫」をご恵贈賜

りましたこの機会に、再度聖霊会の設立の精神に立ち返り、また病院の基本方針を再認識し、身と

心を引きしめるとともに振るい立たせ、応援してくださる皆様の願いと祈りを子ども達に届けるべ

く、職員一同今後とも一層努力をしていく所存でございます。このような機会をお与えくださいま

したことに、重ねて厚く御礼申し上げる次第です。 

 最後に、名古屋キワニスクラブの益々のご発展をお祈り申し上げ、贈呈式のご挨拶といたします。

本日はありがとうございました。 

 

社会福祉法人知多学園 児童養護施設 クローバーライト 施設長 佐藤 邦子様 
この度は、「第 49 回キワニス文庫」を贈呈していただき、大変感謝申し上げます。 

名古屋キワニスクラブの皆様方には、これまでも児童養護施設を退所する児童に対し、奨学金や生

活準備金をご支援いただき、施設を出てから独り立ちする若者へのケアまでしていただいているこ

とで、どれだけ支えられているか、現場にいるものとして、この場をお借りし改めてお礼申し上げ

ます。 

 今回の「キワニス文庫」のご支援におきまして、当施設の児童達は大喜びをしておりました。当

施設には、これまで児童を中心とした図書活動に力をいれており、本の冊数は少ないにしろ、読書

の時間を大切にしてきました。今回のご支援で寄贈いただける本のリストも、当施設内の図書委員

になっている児童等がアンケートをとって、本の選定をさせていただいた次第です。児童等が皆様

方にご支援いただいたことを心にとめ、人生の糧となる文庫に出会えるよう、当施設職員ともども、

引き続き児童等のサポートをしていきたいと思っております。本当にありがとうございました。 

 

☆会務報告 
 令和 5年度の会員名簿アンケートのご回答につきましては、7月 18 日（火）を締め切りとさせ

て頂いておりました。まだご返送頂いていない方は、ご確認の上、至急お送り下さいますよう

お願い致します。 

 国際キワニス日本地区年次総会金沢大会の本申し込みの案内をお送り致しました。仮申し込み

されていない方でご参加ご希望の方は事務局までご連絡くださいませ。 

 来週 7 月 25 日（火）に「新入会員の皆様との懇親会」の 2 日目を開催致します。ご参加の皆

様はよろしくお願い致します。 

 京都キワニスクラブ「祇園祭（後祭）例会」が来週 7 月 24 日（月）に開催されます。ご参加

の皆様はよろしくお願いいたします。 

 ご好評を頂いております恒例の「納涼と懇親の会」を 8月 2日（水）に開催致します。会場は、

ANA クラウンプラザホテルグランコート名古屋 30F のレストラン「スターゲイト」でございま

す。締切りを延長して受付中ですので、お誘い合わせのうえ是非ご参加ください。 

 次回のキワニスドールを作る会は、7月 28 日（金）10 時 30 分より名古屋マリオットアソシア

ホテル 17 階楓の間で開催致します。女性会員そして奥様方には是非ご出席くださいますよう

お願い致します。 

 来週 7 月 26 日(水)に愛知カンツリー倶楽部 東山コースでゴルフ会を開催します。集合時間

は8時半です。スタート付近で写真を撮りますので、ご参加の皆様はよろしくお願い致します。 

 次のゴルフ会は、9 月 30 日(土)レイクグリーンゴルフ倶楽部、11 月 18 日(土)中京ゴルフ倶楽

部 石野コースで開催します。オープン参加も大歓迎ですので、ぜひご参加下さいますようお

願い申し上げます。 

 ご好評を頂いております音楽と観劇の会ですが、11 月 30 日（木）の「クリスチャン・ツィメ

ルマン ピアノリサイタル」については、定員に達したため申込みを締め切らせて頂きました。



ご参加の皆様には確認書をお送り致しました。お申込み頂いて、確認書が届かない場合には事

務局までご連絡をお願い申し上げます。 

 会務報告でご案内したすべての催しは当クラブＨＰの会員専用ページからもお申し込みいた

だけます。よろしければご利用ください。 

 当クラブもクールビズの期間とさせて頂きます。この後はノーネクタイ等気軽な服装でお越し

ください。 

 

☆ハッピーボックス 

香川 利光会員－ラッキー賞 

 

◎次回例会 令和 5 年 7月 28 日（金）◎ 

弁護士法人名古屋南部法律事務所平針事務所 弁護士 岡村 晴美 氏 

「LGBT 勉強会－誰にとっても安心な社会へ」 

 

♪申込み受付け中の行事 

第 306 回ゴルフ会                                締切【9/1】 

日時：令和 5 年 9 月 30 日（土）    

場所：レイクグリーンゴルフ倶楽部  9：00 スタート 

第 307 回ゴルフ会                                締切【10/27】 

日時：令和 5 年 11 月 18 日（土）    

場所：中京ゴルフ倶楽部 石野コース  9：57 スタート 

ドールを作る会                         締切はございません 

日時：令和 5 年 7 月 28 日（金）10：30～12：00 

場所：名古屋マリオットアソシアホテル 17 階 楓の間 


